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ファッションのエスノグラフィー

-写真が伝える装いの実像一

渡辺明日香

Fashion Ethnography: Photographs Convey AttirぜsTrue Form 

Asuka WATANABE 

This paper presents the ethnography methodologies that situate collections of fashion 

photographs as their subject. In particular. the focus herein is on concrete examples 

of fashion photography collections that have. in recent years. gained new meaning as 

ethnographic case studies in the realm of fashion. We explored the various research 

methodologies that are used on these subjects. If we consider that ethnography developed 

as a means of understanding the worldview of other cultures and peoples. exploring said 

issues via the lens of fashion is a valid ethnographic technique: we also established that 

said technique is a fruitful ethnographic tool not only when used towards other cultures. 

but within one's own cultural sphere as a means of considering both the rationale for 

the wearing of different attire and the changes seen in one's own fashion. as well as the 

circumstances contributing to those changes. In addition. rather than emphasize the diversity 

of ethnographic methodologies. namely. the researchers' perspective. we emphasized the 

importance of exploring the plurality of viewpoints that the readers themselves can have. 

japanese street fashion's drawing attention overseas originates from the fashion blogs and 

photograph collections that long captured interest abroad before the fashions themselves 

reached those shores. This “proto叫ethnographic"media has had a much larger impact than 

academic research paper. and we emphasize that it is. to some extent. a contemporary form 

of“visual ethnography，" whereby the reader/viewer can freely interact with and interpret 

such media. For this reason. as a newly emergent domain. it should increasingly be made the 

subject of future research. 

キーワード:ethnography エスノグラフィー.street fashion ストリートファッション

1.ファッションのヱスノグラフィー

エスノグラフィーは.文化人類学.社会学に

おけるフィールドワークから社会や集団を調査

する手法.さらにその調査書のことをいう。ア

ンケートなどで統計的にとらえる定量分析と異
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なり.インタビューや観察から定性的に調べる

ことを特色としている。

筆者は1994年から東京都内のストリートファ

ッションのフィールドワークを行っているが.

この観測研究を行う上で.r研究の普遍性・再
現性がない」という指摘を受けることがよくあ

るo また.観測方法の非客観性について.写真

撮影時の恋意性の問題を挙げて，アカデミック

な研究ではなく.ジャーナリスティックなもの

であるとの批判を受けたこともある。自然科学

系の.特に実験系の研究では，客観性，再現性

は研究の根幹に関わる重要な問題であることは

いうまでもない。けれども.観測時の気候.時

間帯.イベントの有無等で.ストリートの状況

は刻々に変わっていく。一度観測された状況と

全く同じ状況がふたたび起こりうる確率は皆

無といってよい。では.こうした.普遍性や再

現性のない現前の出来事を研究の狙上に挙げる

ことは不可能なのだろうかと，調査を続けつつ.

模索してきた。また.量的研究は，確かに客観

的な事実として把損されるが，ファッションと

いう多様な動態を観察する場合.量的把握につ

いて.次のような困難きが必ずつきまとう。

例えば.春シーズンにマリンルックが流行し

たとする。このときに.マリンルックの範囲を

どう限定すればよいだろうか。アイテムなのか.

着こなしなのか.雑誌に呈示されていないよう

なマリンルックはカウントしてはいけないのだ

ろうか等々。また.何割jが着用していれば，流

行と捉えてよいのだろうかという点においても.

全く基準が明らかでない。にもかかわらず.ひ

とたび基準を選定してしまうと，数値が一人歩

きし.基準選定について，省察や再検討が求め

られることなく.時に強引な結論を導いてしま

う点が解決できない。

そのような足踏みを続けるなか.エスノグラ

フイーという研究アプローチを知った。先行研

究を調べると，普遍性や再現性のない問題を.

いかに記述しそのなかから分析し結果を導

くか.そのプロセスの時点から帰結に至る道の

りの全てに主眼を置いた研究のあり方が紹介さ

れていた。人々の装いがさまざまであるように.

研究方法b 多種多様であってよいはずであり.

分析角度が様々であればあるほど.多様で豊か

な成果が得られるであろうという願いも込めて.

筆者の立場を再確認した。ちょうど.ストリー

トファッションの定点観測を開始して20年経過

したことを期に.あらためて.エスノグラフイ

ー研究の意義を考えてみることとした。そのた

めに本稿では.エスノグラフイーの概略を紹介

し，近年.あらたなファッションにおけるエス

ノグラフィーとして位置づけられうる写真を使

用したエスノグラフイーについて具体例を紹介

し.ファッションにおけるエスノグラフイーの

研究方法の整理・検討を行うこととする。

D.工スノグラフィー研究の概説

2-1.エスノグラフィーの定義

f社会学中辞典jによるエスノグラフィーの

解説は次の通りである。

ある特定の社会集団の構成貝の活動を直接

観察したり.そのような活動の記述や評価を

したりすることがエスノグラフィーの構成要

素となるo この用語は主に文化人類学者の研

究手法を言い表すのに使われてきたが，この

方法は同じく社会学者の聞でもよく用いられ

る。 (r社会学中辞典J2000 = 2005 : 143) 

もう少し詳しく解説したものとして.小田

(2010)による説明を紹介する。

エスノグラフイー (ethnography) とい

う言葉は.ギリシア語の r(異なった)民族
(ethnos) Jと「描く・書く (graphein)Jを

基にした造語であり.エスノグラフィーは.

多様な民族を研究する学問分野.すなわち

「民族学Jの意味で使われた。やがて.r民族
学 (Ethnologie)Jという言葉が別につくら

れて広まると.エスノグラフィーは異なった
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ファッションのエスノグラフイー

民族のくわしい記述という意味に限定して用 とするシカゴ大学での研究を端緒とした都市社

いられるようになった。(小田 2010: 9) 会学において.民族誌的調査を行ったものが多

小田によれば.今日の文化人類学では.エス

ノグラフィーを研究のプロダクト(産物)およ

びプロセス(過程)として.二つの意味がある

とし日本の文化人類学では.エスノグラフイ

ーは「民族誌」と訳され.前者の意味で理解さ

れる傾向があったという。一方，プロセスとし

てのエスノグラフィーは.フィールドワークも

含んだ調査研究の進め方という意味で.端的に

言えば.方法論としてのエスノグラフィーであ

り.この後者の意味が英語圏では強く，特に質

的研究の分野では，エスノグラフィーといえば

方法論を指すとしている。

エスノグラフィーの起源は.人類学者である

マリノフスキーが1922年に出版した I西太平洋

の遠洋航海者jであるとされる。これは.マリ

ノフスキーが30歳のとき.ニューギニアのトロ

プリアンド諸島で合計2年に及ぶフィールドワ

ークを行い.現地の人々と行動を共にし.その

生活の詳細な観察に基づいている。人類学に初

めて参与観察と呼ばれる手法が導入されること

となった重要な研究であった。マリノフスキー

は現地語で「クラJと呼ばれる.実用されない
貝の首飾りや腕輪の交易を分析しクラが経済

的な財の交換だけでなく.島と島を結ぶ社会秩

序の形成と持続の機能も果たす儀礼的な制度で

あることを明らかにした。

小田は.マリノフスキーの例から.既存の理

論枠組みも.標準的な方法も通用しそうにない

未知の現象を前に.現地の文脈の中で.手探り

で理解を進めていくことーこれがエスノグラフ

ィーの原型であり，異文化だけでなく.身近な

現場をその内側から理解するためにも有効であ

ると述べている(小悶 2010: 18)。

エスノグラフィーは.社会学における研究で

も頻繁に用いられる。とりわけ.20世紀初頭の

都市化の進行に伴い.都市生活の実態をふまえ，

都市の構造や機能を多角的に分析.解明しよう

し、。

例えば，よく知られたエスノグラフイーに.

ウィリアム・フット・ホワイトの『ストリー

ト・コーナー・ソサイエティj(1993)がある。

ここでホワイトは.イタリア人系移民とその子

弟からなるスラム地区の街角にたむろする非行

青少年集団の綿情な観察記録に基づく研究を行

っている。

ホワイトは.スラムにおいて犯罪や少年非行

が多発する原因白地域社会がバラバラである

ことに求める社会解体論を批判し非行青少年

集団の人間関係の構造や，生活・行動パターン

の記述を通して.スラムにおける犯罪や少年非

行の原因は.その地域社会の持っている規則や

文化と全体社会の持っている規則や文化の不

一致から生じている点を明らかにする。

ホワイトは次のように結論づけている。

スラム地区の問題として言われることは.

それが崩壊したコミュニテイだということだ。

コーナーヴイルに関して言えば.そのよう

な診断はまったくの誤解を招くものだ。(中

略)コーナーヴイルの抱える問題というのは.

組織化されていないということではなく.そ

れ自身の社会的組織をコーナーヴイルをとり

まく社会組織に調和させることに失敗してい

るということなのだ。 (Whyte1993 = 2000 : 
280) 

ホワイトが指摘した点は.スラム地区でも社

会は組織化されているが.その組織化のされ方

が.全体社会と異なっているため.問題が生じ

ているということであった。従来の研究が客観

性や標準化.数量化を重んじて見落としがちだ

った「現場を内側から理解するための調査・研

究の方法Jによって.新たな理解が得られる点
にエスノグラフィーのメリットがあり，従来の

量的研究では把掘できない問題解決.あるいは
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問題と考えられてこなかった点の問題点を顕在

化するために.有効な手段になりうる。

こうした指摘は少なくない。小田によれば.

エスノグラフイーは質的研究の源流として位置

づけられており，エスノグラフィーは人間・

心・社会などについて数字ではなく.言葉や映

像を用いて研究する立場の総称と述べている。

従来の数量化=科学的という見方が疑問視され.

現実により近い研究を可能にする方法が模索さ

れるなかで.質的研究には大きな関心が寄せら

れているとし質的研究のなかでも.エスノグ

ラフィーは自由度が高く.標準化の程度が低い

という特徴を挙げている。

2-2.エスノグラフィーにおけるフィールドワ

ーク

エスノグラフィーに欠かせないのが.フィー

ルドワークであるo フィールドワークとは.文

字通り野外で行う調査のことであり.経験的な

調査・研究におけるデータ収集活動を記述する

用語である。

圏内のエスノグラフイーでしばしば参照され

るのが『暴定族のエスノグラフィーJ(1984) 

であるo 著者の佐藤郁哉は.rフィールドワー
クの技法jのなかで.フィールドワークの二つ

の意味を指摘している(佐藤2000)。

佐藤によれば.フィールドワークのやり方は，

現地社会の社会生活に参加して行う「参与観

察」および.聞きとりによる事実関係の把握な

どの狭義のフィールドワークがあり.他方では.

サーベイ調査やインタビュー.新聞記事や統計

資料の整理や集計などの作業の総体が広義のフ

ィールドワークであるとしているo

佐藤は.方法面での折衷主義や無節操さをお

としめているわけではなく フィールドワーク

の全体論的な方向.生身の人間の行動.文化や

社会の複雑な成り立ちに必然的に含まれる矛盾

や非一貫性を.とりあえずはそのまま丸ごとと

らえようとするフィールドワーカーの基本的な

姿勢を指す言葉として.肯定的な意味合いで使

っていると述べている(佐藤 2∞0:68)。
このことは.文化や社会は複雑で.矛盾や非

一貫性を帯びていることが前提となっており，

エスノグラフィーの方法論は.精織化し，マニ

ュアル化するのではなく，むしろ.より複雑に

多様な方法論に開かれる必要があることを示唆

している。

2-3.エスノグラフィーの展開

フィールドワークを実際に経験している人々

にとって.複雑化した社会を記述する方法とし

てのエスノグラフィーの有効性と.より新たな

方法論の模索の必要性については.共通の見解

があるといってよい。こうした理解は，ヴァン

=マーネンの fフィールドワークの物語jの次

のような言及と同様の立ち位置にあるといえる

だろう。

お刷染みのエスノグラフィー的思考法の多

くは. (中略)今ではもはやその説得力を失

ってしまったということだ。氷のごとき明噺

性ーかつては，たとえば，機能的.構造的.

唯物論的，認識論的，言語学的理論にあると

されていたーはすべて枯れ果ててしまったの

である。また多くの文化を横断的に観察して

データをくまなくかき集めることで.人間の

行動に対するわれわれの型通りの理解から着

実に濁りを取り除き洗練しようという，かつ

て冒険的な自称「文化科学者Jたちが抱いて
いた陽気な楽天主義弘今やどこにも見あ

たらない。(中略)その効果も今は消え去っ

たのであるo (Van Maanen 1988= 1999 : 8-

9) 

続けてヴァン=マーネンは，エスノグラフイ

ーが蓄積されるようになった現在の現状を，文

化事象に対する型通りの理解が進歩したことを

示す以上に，人間の言語活動という.より射程

の長い問題領域を指し示し.その質を高めてい

るとする。高度の不確実性と変化の時代に生き
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ているなかで.これまで暗黙のうちに認められ

ていたにすぎない同意は確聞たるものでも.永

遠のものでもなかった.つまり.r十分に良い
エスノグラフィーjだったものが.それほど良

いものに思えなくなり.新しい謎が浮かび上が

る.そのたゆまない実践と自省の働きかけの有

用性を強調する。

その上で.ヴァン=マーネンは.文化のテク

スト化にまつわる文章作法の問題1)を取り上げ.

方法についての因習的な概念を再編成する必要

を説く。

現在.私は少なくとも.次のように考え

ている。エスノグラフィーについての議論

は. (1)文化と行動様式(観察される者)の

仮定上の関係. (2)フィールドワーカー(観

察する者)の体験. (3)観察者と被観察者を

結びつけるべく選択された文化表現のスタイ

ル(物語). (4)物語の積極的な再構築に関わ

る読者の役割(読者).以上の四点を明示的

に考感しなければならない。 (VanMaanen 

1988 = 1999 : 9) 

こうしたエスノグラフイーの再編成に向けた

問題関心は.エマーソンらによっても同様に提

起きれている。 r方法としてのフィールドノー
トJ(1995)では.フィールドワーカーたちが.

書く作業の重要性を強調することが増えてきた

にもかかわらず.民族史的記述に関する研究は.

既に脅かれたフィールドノーツを出発点とし

記述の原初的契機である.フィールドノーツを

書く作業についての検討が抜け落ちてしまって

いるという点を指摘している (Emerson.Frets 

and Shaw 1995=1998: 1)。

その上で.UCLAなどで著者らが実施して

きた調査法について，フィールドワークという

実践が持つ意味を解説し現場でメモをとりノ

ートを作る仕方を説明し，ノートをもとに報告

書(エスノグラフィー)を作成してゆくプロセ

スについて詳説している。具体的には.著者た

ちの授業で提出されたフィールドノートの一部

分を実例として示すことで.フィールドワーク

の手触りが理解できる内容となっている。

ただしエスノグラファーが必ず自覚しなけ

ればならないことがある。ヴァン=マーネンは，

記述することの重要性を繰り返し唱えるが.そ

の理由は.エスノグラフイーの記述は.ほとん

どが中立的なものではないため.非常に重大な

知的かっ道徳的責任を担うと述べ.だからこ

そ.看過されてきた文章作法の必要性を唱える。

「文化はそれ自体目に見えるものではない。そ

れを再現し表現しようとする行為を通してのみ

見えるようになる」と (VanMaanen 1988= 

1999 : 19-20) J。

フィールドワーカーはフィールドワークの

経験を.自意識的に選択した言葉で書いて報

告しなければならない。文化を物語にして示

さなければならないのだ。エスノグラフィー

はフィールドワークの結果であるが，文化を

再現し表現する責任を負っているのは，書か

れた報告書であり.フィールドワークそれ自

体ではない。書かれた作品としてのエスノグ

ラフィーは.そのとき，それが基礎としてい

るフィールドワーク(いかにして文化は知ら

れるか)から一定の独立性を持つに至る(い

かにして文化は描かれるか)0(Van Maanen 

1988 = 1999 : 23) 

そして，ヴァン=マーネンは.rエスノグラ
フィーにおける文学と科学の聞の距離が縮小し

つつあるJ(Van Maanen 1988= 1999 : 7) と
述べて.文化の再現=表象という世界は.アカ

デミズムの独占市場ではなく.文学的物語には.

他と比較しても遜色ない.あるいはそれ以上の

素晴らしい作品が存在し.文学的物語は.エス

ノグラフィーの仲間入りを堂々と果たしている

と述べる。さらに.文学的物語はより制度的で

退屈なエスノグラフィーの著述家を刺激し洞

察力に優れた才能あるエスノグラファーの新鮮
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な視点を提供すると指摘している。このことか

ら.決まりきったフォーマットの束縛から逃れ.

フィールドワークとその成果の表現の仕方は.

これからも変化し続けていくだろうと結んでい

る (VanMaanen 1988 = 1999 : 224-35)。

2-4.エスノグラフィーの目的

以上，エスノグラフイーの起源から，現在の

エスノグラフイーの問題関心を整理してきた。

そこで.本来のエスノグラフイーの目的に立ち

返って.考えてみることにする。小田は.エス

ノグラフィーはどのような目的に適しているか

について.次のように述べている。

ある社会的な事象をその文脈も含めて明ら

かにしたいとき.エスノグラフィーは威力

を発揮するでしょう。特に，既存の説明の枠

組みが通用しない.未知の事象を理解する

ために適しています。なぜならエスノグラフ

イーが「異文化」ゃ「他者Jの世界を理解す
る方法として発展してきたからです。(小田

2010 : iu) 

ここで.小田はエスノグラフイーの起源に立

ち返りつつ，現在の世界を理解する方法として

の有効性を唱えている。こうした理解は.佐藤

が直接的な分析対象は暴走族としながらも.そ

こで用いられた理論的枠組みは.さまざまなタ

イプの逸脱行為に本質的に含まれる遊戯的側面

の分析にとっても有効であるという指摘に近い。

f暴走族のエスノグラフィーJ(1984)は.佐

藤によってなされた，京都の暴走族グループを

対象とする参与観察に基づくフィールドワーク

をもとにして脅かれた民族誌である。ファッシ

ョンのエスノグラフィーではないが.暴走族の

スタイルを考察するときの視点は.ファッショ

ン観察と共通する視座があるo佐藤は.暴走族

活動の象徴的意味や主観的体験.および暴走族

をめぐる社会的背景を考察している。ここでの

暴走族とは.二輪車や乗用車を乗り回し.仲間

で集う青少年のギャング活動，およびその構成

メンバーを指すが.80年代当時の暴走族活動に

対する一般的な説明や解釈では.参加メンバー

の学歴や社会的地位の低さに由来するコンプレ

ックスからそうした行為を起こすと考えられて

きた。

これに対して.佐藤は，暴走族活動の基本的

な性格を「遊びJとしてとらえ.このギャング
活動に含まれるさまざまな遊びを.rスピード
とスリルJ.rファッションとスタイルJ.rドラ
マとドラマ化」の3つのジャンルに分けて整理

している。

スピードとスリルとは.死のリスクのある高

速走行のもたらす快感と充実感を指し.ファッ

ションとスタイルとは.奇矯なファッションや

車両に加えられる極端な改造などによる仮構的

自己提示と集合的アイデンティテイの確認. ド

ラマとドラマ化とは.マス・メディア報道を利

用したヒロイックな自己像の呈示を意味する。

これらの遊びは.より深層のレベルでは.家

庭.学校，地域社会.職場などによる社会統制

の枠から一時的にはみ出した若者たちが自らの

生活に一定の秩序と意味を与えていこうとする

試みの表れとしてとらえることができると述べ

ている。

このことは.ホワイトの結論に近い。スラム

地区のコーナーヴイルの抱える問題は.コーナ

ー・ボーイズやカレッジ・ボーイズたちが組織

化されていないのではなく.彼らの社会的組織

を.コーナーヴイルをとりまく社会組織に調

和させることに失敗している (Whyte1993 : 

280)という指摘は.インフォーマントとのや

りとりを介さずには得られない理解である。

このような.既存の説明の枠組みと異なる.

既成概念にとらわれないような，社会的な事象

や文脈を説明するためにこそ，フィールドワー

クの研究が活かされるのである。

2-5.エスノグラフィーの限界と可能性

ここまで.エスノグラフイーについての概要
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ならびに.エスノグラフイーに欠かせないフィ

ールドワークについて整理してきた。

その上で問題がひとつ残る。これまでのエス

ノグラフィーの多くが.記述に重きを置いてな

されてきた。それはひとえに.本来の目的であ

る他者の理解のための〈記述〉が重要視される

のは当然であり.文化は記述されてはじめて.

文化たりうるという理解を何ら否定しない。ま

してや.基本的なデータ(場所.時間，インフ

ォーマントの年齢や氏名，役割.階層)や.観

察地点の人々の動的な行動等の記録.さらには.

社会構造といった概念を説明するためには.言

葉による記述は極めて有効である。

ただしこうした記述偏重のエスノグラフイ

ーでは.ファッションの観察と記述には.きわ

めて不利であるといわざるを得ない。なぜなら.

人々の装い.着用している服の色や素材.組み

合わせ方法.小物.髪型や化粧の様子， しぐさ.

表情などは.個々にどれほど詳細に記述しても.

実際に観察された状況を説明するのに全く不十

分だからであるo

これまでの多くのエスノグラフイーが.当然

ながら.インフォーマントたちの出自.所属集

団.血縁.宗教. 日々の行動などを余すところ

なく記述することに努めてきた。ホワイトの

『ストリートコーナーソサエティJはその代表
作のひとつであり.コーナーヴイルとして知ら

れるスラム街で観察されるギャング聞の組織化.

異なるギャング団.あるいは警察官や州政府と

の相互作用の関係などが.実に詳細に記述され

ているo だがしかしこれほど詳細なホワイト

の記述でさえ.インフォーマントの装いについ

ては意外なほど説明が少ない。

装いだけではなく.ギャング聞たちの食事や

乗っている車なども.ごくごくあっさりと.数

カ所記述されるに留まっている。何を食べ.ど

のような車種の車に乗っていたのか.そこから

インフォーマントの特徴の一端を伺うことがで

きるはずなのに.ホワイト自身.ファッション

や自動車に興味がなかったのだろうと勘ぐって

しまうほと記述が少ない。ホワイトによる.

数少ないインフォーマントの装いに関する記述

を紹介しよう。

ある日の午後.私はナッツイや他の若者た

ちと数人と街かどでたむろしていた。その時.

ノートン街のセツルメント・ハウスで絵を教

えている一人のイタリア人青年が.ハウスに

向かう途中こちらの方へ近づいてきた。コー

ナー・ボーイズは.彼の服の折り襟にヴイツ

カム氏のバッジがついているのをみつけ.彼

に議論をふっかけた。その絵n司教師は明らか
に守勢にまわり.次のようなことを主張する

のがやっとだった。「ここは自由の国だ。ぼ

くはコーナー・ボーイズに迷惑をかけた覚え

はない。だから.ぼくの好きなように投票す

る権利があるはずだjとヘ (Whyte1993 = 

2000 : 115) 

公共事業促進局の仕事に就く前はひどい状

態だった。食事は家でとったけれど，着るも

のまでは家に期待できなかった。一着だけス

ーツを持っていたけれど.肘は肱け.袖口は

菊の花よりも細かくずたずたになっていた。

どこかへ行かなくてはならない時は.オーバ

ーコートを滑るか肘の穴を隠すために，腕に

コートを掛けて歩いた。(中略)ルー・ダナ

ロはおれが出かけると後に付いてきた。彼は

新しいピュイックを手に入れた。新型のピュ

イックでとても素晴らしいのき.知っている

だろう。彼は女の子を誘ってほしいのさ.そ

して一緒に出かけようってわけだ。 (Whyte

1993=2∞o : 275-6) 

このように.ホワイトの場合.インフォーマ

ントの装いが記述される時.それは.インフオ

ーマントの所属.行動.見解.変化などにおい

て.彼の装いが有効に機能する.彼の装いが彼

の行動やパックグラウンドを説明するのにふさ

わしい場合にのみ.適宜記述がなされる傾向が
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ある。

それは.佐藤による暴走族のコスチュームに

対する眼差しについても同様のことがいえる。

暴走族に特徴的な特攻服などのコスチュー

ムとステッカーなと'の小道具は，暴走族の非

日常性を強調し，暴走という，括弧に括られ

た時空間において参加者に共有される「ごっ

こ遊び」あるいは「変身の遊びJの枠組み
を作り出す。(佐藤1984: 126-7) (傍点は筆

者)

ここで，佐藤は，特攻服を筆頭とするコスチ

ユームや小道具は，暴走族に特徴的なものであ

り.非日常性を強調するための手立てとして機

能しているという認識を持ち.インフォーマン

トを観察していることが明らかである。

対象が暴走族であれば.コスチュームの特異

性に焦点を当てて観察するのは当然だろう。だ

が，衣服が階級の違いや，グループ問の差異を

表す記号としてふさわしい形で説明できるとき

のみ記述をするということは，別の差異が見え

ないまま.取り逃がしてしまうことにはならな

いだろうか。

こうした特徴的な衣服が存在する一方で.特

徴的でもなく.非日常でもない.一般的で日常

的な衣装から，人々のふるまいや.社会との接

点の構造が見えることもあり得るのではないか

という疑問が生じる。むしろ現状において.特

徴的と見なされない，非日常と思われない事実

は，そうした理解や共通認識に支えられている

からこそ.事実として人々に受けとめられてい

るだけに過ぎないのかも知れない。「観察対象

から阻害されがちなインフォーマントJの装い
に.もう少し丁寧に目を向けたときに，既存の

説明の枠組みとは異なる理解が得られる可能性

を考えてみたい。

つまり.日常(とされている)装いに目を向

けることで.装いの背景にある人々の価値観や，

それを支える社会構造の一端を明るみに出すこ

との必要性にもう少し敏感になる必要があるの

ではないか.という問題提起である。ここで，

より注意を払うべきことは.特徴的なものとし

て現状は捉えられることのない.多数の人々か

ら比較的容認されているものも含めた.幅広い

人々の装いの記述である。特定のインフォーマ

ントに依存せず，少し大げさないい方をすれば.

街頭そのものをインフォーマントに見立てて.

そこに訪れる人々たちの装いの実態を観察によ

り記述することで.特徴がないと思われていた

もののなかの.隠れた特徴を探ることができる

のではないかと考えている。

m.ファッションの工スノグラフィー

n.では，エスノグラフイーにおいて.①フ
ァッションを記述するには言葉による説明だけ

では不十分な点.②これまでのエスノグラフイ

ーの多くが.インフォーマントの特徴的なファ

ッションの記述に重点がおかれてきたことへの

疑問.③ファッションから解き明かすエスノグ

ラフィーの可能性.について考察をしてきた。

次に，ファッションをエスノグラフィー的な

アブローチで把握することを意図したものを概

説する。ここでは.文化人類学者によるストリ

ートファッションのフィールドワークによる実

践的なエスノグラフィーの紹介はもとより.ス

トリートファションの雑誌や写真集も考察対象

にする。

これらのなかには，エスノグラフィーに含め

ることに異論のあるものも含まれるかも知れな

い。しかしこうした雑誌や写真集は.rクー
ルジャパンJの対象として.海外から注目され
るきっかけを提供しており.研究者のアウトプ

ットを待つまでもなく あるいはそれを超えた

豊かな発展を遂げている部分であり.とうてい

無視することはできない。そこで.エスノグラ

フィーでよくいわれる「恥知らずな折衷主義J
のフレーズを借りながら ファッションのエス

ノグラフイーとして包括しうるものをここに整

理しておく。
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3-l.文化人類学者によるストリートファッシ

ョンのフィールドワーク

ファッションのエスノグラフィーのなかの数

少ない研究成果として.ロンドン生まれの社会

人類学者が. 日本のストリートファッションを

観察したフィロメナ・キートの rTheTokyo 

Look BookJ (2007) (図3-1)があるo

同書では.コスプレイヤー.ギャル.女子

高生，奇抜な洋服に身を包む若者から.丸の

内近辺のOL，今どきの男性やホスト，ガテン

系の若者まで.東京の様々なエリアでピック

アップした街のファッショニスタたちの姿や.

rh.NaotoJゃ「シアタープロダクツJなどの.

東京で人気のデザイナーなどが200ページにわ

たって紹介されている。単なる街角スナップの

羅列ではなく.どのような職業.趣味噌好を

持つ若者が.どのような服装を好んでするのか.

また，どのような場所に集まるのかなど，文化

人類学的なアプローチでまとめられており.フ

ァッションのみならず.東京のサプカルチャー

を知る上でも.興味深い内容となっている。

さらにキートは， rファッション・コンタク
ト・ゾーンとしての原宿J(2011)の論文にお
いて， 2006年から2007年にかけて.ファッショ

ンの多様性に富む原宿の交差点においてフィー

ルドワークを行い.人々にどのような接触が生

じるかの観察を行った結果を考察している。

具体的には.ストリートファッションを紹介

する雑誌 rTUNEJのカメラマン兼副編集長と

行動を共にし.被写体を探して原宿を駆け巡る

状況を観察したり.原宿のコミュニティにおい

て最も重要といえるセレクトショップでの参与

観察を行い.庖舗で育まれるスタッフと客にイ

ンタビューを実施し彼らによって形成される

対人関係や.ファッション・ヒエラルキーの調

査を行っているo

こうした結果から.原宿のハプとなる表参道

と明治通りの交差点では.多様なスタイルが密

接に存在しながらも.異なったスタイルの接近

は，意義のある接近ではなく， r他者性を補強

する特徴を持つ場Jであり.各スタイルは驚く
ほど閉鎖的で.路上での接触のみでそのセンス

が感化され合うことはないと指摘する (Keet

2011 : 181)。

さらに.ロリータやデコラスタイル.ビジュ

アル系などの若者たちがたむろする神宮橋の観

光客やアマチュアカメラマンとの関わりや.セ

レクトショップにおける憧れ脂員と客との聞の

親交などを丹念に観察しながら.次のように指

摘している。

プリティッシュ・パンクやテデイー・ボー

イズ等の政治的反抗を背景としたサプカルチ

ャーとは違い， fFRUiTSjや神宮橋で見ら

れるファッションは社交性や遊び心.そして

装いを中心としたものである。その意味では

イギリスから発信されたゴシック・ファッシ

ョンに共通するものがあり，これらは一般層

からは逸脱していながらも.それに対抗する

形で存在しているわけではない。

結論としては.ファッションのコンタク

ト・ゾーンとしての原宿では.通説であるさ

まざまなスタイルの物理的な接触により勃発

的に新しいストリート・ファッションが発

生しているのではない。流行は組織化された

人と人との関わり合いによって支えられてい

るのである。(中略)原宿は表面上こそ非常

に多様で極端なスタイルが接触し合う宝庫で

あるように見えるが.常連をひきつける真の

「原宿マジック」はファッションを通しての

人同士の交流にある.といっても良いだろう。

(Keet 2011 : 195-6) 

キートが観察対象として挙げているのは.

fFRUiTSJや rTUNEJ などに登場するよう

な.個性的なファッションのグループであり.

原宿のストリートに足を運ぶその他の多数の若

者たちのファッションには言及がなされてはい

ない。また.キートの指摘する， r他者性を補
強する特徴を持つ場jという指摘も.おそらく
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は.キートの観察対象とした若者たちの聞での

コミュニケーションの特徴を指摘している。キ

ートが「ファッション」と「おしゃれ」とを使

い分けて語るのは. トレンドのファッションや，

庖員の勧めるものそのまま取り入れるのではな

く.個人個人で工夫をこらし自分が何をどう

着るべきかに自覚的な装いことがおしゃれと奨

励されるコミュニケーションの存在を示してい

る。こうした場においては.他の誰かとの明確

な違いが必要であり.それゆえに排他的になる

傾向があるのだろう。

筆者も.キートが観察対象とする表参道と明

治通りの交差点周辺で.行き交う若者たちを

長らく観察してきた。筆者が見る限りにおい

て，こうした個性的な若者とその他の一般の若

者たちのすれ違いざまに見られる接触において

は，確かにその場で強い影響や模倣を引き起こ

すことは少ないのかも知れないし.個性的な若

者たちは.その他の一般的な若者たちの装いに

はあまり関心を払っていない様子ではある。た

だ.他方では.その他大勢の若者たちは.個性

派の若者たちを見て.驚きや微笑みなどのリア

クションをし.彼らのファッションと自分の装

いを比較して相対化し.もう少し派手な装いに

チャレンジしても良いのではないかと感じたり.

メイクやアクセサリーの一部分をこっそり模倣

する可能性は大いにあるo彼らに接触した後に，

新しい服や小物を購入する際，個性派の彼らの

インパクトが何らかの形で影響を及ぼすことは

否定できないのである。

現に.90年代以降にみられた，彼らのような

個性派の若者たちの出現の影響で，一般の人々

のファッションのレベルがボトムアップした事

実がある。両者の因果関係を確認することは難

しいが.ストリートを中心として.個性派と非

個性派の聞に.全くコミュニケーションが交わ

されないことは現実問題として考えにくく.影

響を及ぼしあっていると考える方が自然である。

3-2.サプカルチャー ユースカルチャーにお

けるファッションのエスノグラフィー

ファッションをサプカルチャーの視点から

把握する研究において.必ず参照されるのが

デイツク・ヘプデイジの『サプカルチャーj

(1979)であり，この本はサプカルチャー研究

を代表するものの一つに挙げられている。本書

は.文献・資料からのサプカルチャ一分析に加

え.ヘプデイジが直接観察したと思われる若者

のスタイルの観察記述がなされているが.ファ

ッション研究を目的としたものではない。だが.

バルトの記号論をもとに.スタイルを記号とし

て捉え.1960年代から70年代ロンドンの音楽文

化における若者の対抗的なスタイルに焦点を当

て.テッズ，モッズ.パンクなどの若者のスタ

イルを記述しながら.支配的な公式文化に対す

るサプカルチャーの非公式性を強調し.スタイ

ルにおける意味作用の重層性と社会的文脈を把

握することを試みている。

ヘプデイジは，若者のスタイルを論じるにあ

たり.レヴイ=ストロースの「プリコラージ

ュJという概念を用い.労働者階級を中心とし
た英国の若者たちが.アメリカや旧植民地から

移入された文化や品物を.従来の方法と違う独

自のやりかたで変形し新しい文脈のなかに捉

え.現実に対する異物として自分たちの解釈を

表明することを描きだしている。

テデイボーイたちは.1950年代初期にサピ

ル街が金持ちの遊び好きな若者たちのために

リパイパルさせたエドワード朝スタイルを

盗用し変形させた。このテデイボーイた

ちの行為は.プリコラージュの行為である

と解釈できるo 同様に.モッズが.他の系

統の品物を盗用して.記号のアンサンプルの

中に起き.それによって品物自体のまともな

意味を消去あるいは破壊したとき.モッズは

bricoleursとして機能したと言うことができ

ょう。 (Hebdige1979= 1986 : 148) 
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具体的には.モッズが.ノイローゼの治療薬

として処方された薬をドラッグとして飲用した

り.スクーターをグループの団結の威嚇的なシ

ンボルに用いたり.ユニオンジャックを汚いア

ノラックの背中につけたり裁断して上着に作り

直したり.サラリーマン世界の伝統的なしるし

としての背広.シャツ.ネクタイ.単髪などか

ら.それら本来の意味する機能性.野心.権

威への従順さを奪い取って.r空虚」な呪物に
し.物自体の価値を尊重されるものに変えたこ

となどが挙げられている。そして.ヘブデイジ

は，それらの破壊行為を，ウンベルト・エーコ

の「記号論的なゲリラl政」という言葉を用いて

説明できると述べている。

ヘプデイジが示したのは.労働者階級の若者

たちが，メディアや文化帝国主義によって「植

民地化Jされながらも.与えられた資源から独
自の新しい意味や組み合わせを「プリコラージ

ュ」しながら.社会的プロセスのなかから生み

出される自分たちのアイデンティティとしての

「サプカルチャー」を創りだしていることであ

る。

成実は，ヘプデイジのいうプリコラージュは.

グループの成員が使うために.もともと書き込

まれた意味の変形と再定義であり.元来使われ

ているコンテキストからの逸脱であり，社会を

挑発する実践と解釈しうるとして.英国カルチ

ユラルスタデイーズにおけるマルクス主義文化

論の影響を指摘している(成実 2009: 273)。

日本のストリートファッションも.海外ファ

ッションの模倣からスタートしている点や，他

者との差別化のためのさまざまな創意工夫の点

において「プリコラージ.ュ」の産物といえるだ

ろう。ただし「社会を挑発する実践jとして

のファッションなのかどうか疑問が残る。

この点について.成実は.日英のサプカルチ

ャー・スタイルを比較した場合の大きな相違

は.r階級と文化との関係」にあるとしモッ
ズ，ヒッピー.パンクが英国の階級社会にたい

してもっていたであろう緊密な関係は， 日本の

六本木族.原宿族.みゆき族，フーテン族.暴

走族に同じようにあったのかどうかを見極める

のは難しいと述べ.英国にある「労働者階級」

の価値観や文化の伝統が， 日本ではそのような

伝統をめぐる言説は形成されてこなかった点を

指摘している(成実 2009: 277)。

他方で.日英の若者スタイルについて.若者

たちが社会と対峠するときの姿勢や自己を呈示

する方法に共通点があるところは興味深いとし.

若者たちの真の狙いは.都市空間において自分

たちを可視化し文化のプリコラージュを通し

て，コスチュームを通したつかの聞のアイデン

テイティを身につけ.人々のまなざしと戯れる

点を挙げている(成実 2009: 278)。

日本に階級文化が存在しないという見解は.

議論の分かれる点であろう。 80年代までの一億

中流時代が.バブル崩壊により幕を閉じて.代

わりに「勝ち組Jr負け組」の格差が拡大する
「格差社会」が到来しているという議論(111田

2004)や.中流階層がなくなり.人生への意欲

の低い階層集団が「下流社会Jを形成している
(三浦 2005)等の指摘もなされている。英国の

ような階級文化ではないとしても.高度経済成

長期における中流文化とは異なるフェーズを迎

えていると考えることもできる。

とはいえ.仮に. 日本に階級文化がないとし

た場合.英国では.階級文化の厳密な土台が.

プリコラージュによるスタイルの表明をかき立

てる原動力であったのに対し，日本には.階級

文化がないのに.さまざまな族をはじめとする

スタイルのプリコラージュがなされてきた点は

注目に値する。

では.何が.若者に新しいスタイルをかき立

てるのだろうか。階級と機能的に等価な.別の

装置の存在を考える先に.日本のストリートフ

ァッションの特徴を伺うことができるかも知れ

ない。こうした問いを立てるにあたって.ヘプ

デイジの示す英国の若者スタイルの検討は有効

に機能するであろう。
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3-3. r族Jのエスノグラフィー
エスノグラフィーの初期的な目的が.自分た

ちと異なる民族の文化について，フィールドワ

ークによる参与観察から明らかにした点にある

ように，ある特徴的な「族Jやユースカルチヤ
ーを記述する試みにおいて.彼らのスタイルや

ファッションを把握することは重要である。

こうした「族J.あるいはユースカルチャー
を描いたものとして.特定の族や集団に焦点を

あてたものに，佐藤郁哉『暴走族のエスノグ

ラフィーJ(1984)，宮台真司 f制服少女たちの

選択J(1994)，五十嵐太郎編著『ヤンキー文化

論序説J(2009)，難波功士『ヤンキー進化論j

(2009) ，荒井悠介『ギャルとギャル男の文化人

類学J(2009)等がある。

佐藤(1984)は， 2-5.で触れたので割愛する

が.五十嵐 (2009)のヤンキー文化論序説では.

これまで観察対象から看過されてきたヤンキー

文化に焦点をあて.これまでスルーされてきた

ヤンキーのなかに，日本文化の本質が存在する

と指摘しヤンキーは実は日本のサイレントマ

ジョリティーである点を指摘している。

宮台(1996)は. 1993年から1996年にかけて.

援助交際を含めた女子高生の生態をフィールド

ワークしながら.単なる参与観察を超えて，社

会システムの変貌を明らかにしている。具体的

には，女の子たちがパンツを売り.電話風俗に

夢中になるのは，彼女たちの身体がすでに怒涛

のような「都市的現実Jに対して聞かれてしま
っているからだと指摘しこれまでになされて

きた伝統的共同体の解体に対する社会システム

のさまざまな埋め合わせも.既に学校も家庭も

地域も.彼女たちを安定させることができな

くなったと言及する。そして.r告白情報誌」
や「電話風俗」を通じて女の子たちの前に急速

に開示された「都市的現実Jは.親や教師の存
在を役割に変えてしまっただけでなく.女の子

たち自身も際限なきロールプレイングへと誘う。

こうした際限なきロールプレイングが意味する

ものは，過剰に複雑になったコミュニケーショ

ン環境への高度な適応なのだと述べる。

さらに宮台は， r女子高生」という性的なプ
ランドを成り立たせているのは.女子高生の振

舞いの側ではなく.性的であってはならない理

想と性的である存在という現実の「落差Jをう
みだす「近代学校教育制度」的なタテマエの側

にあると看破し，これらを解消する方法として，

全ての高校の共学化，制服の廃止を挙げている。

このように.女子高生の現状分析を通し.現

代の社会システムを論じた点で.フィールドワ

ーカーが，いかにして実施した観察結果から.

抽象化，一般化.理論化を構築すべきか.その

手法が鮮やかに描かれている。

後半は.新人類とおたくの分化の歴史を.文

化類型と人格類型との対応関係に基づく差別と

いう80年代以降の日本特有の現象を軸に追跡し

さらにそれを新々宗教の機能類型にまで結びつ

けている。宗教の機能的な本質を「前提を欠い

た偶発性を無害なものとして受け入れることJ

と規定した上で.現代の宗教がどんな偶発性に

向き合ってどんな無害化の様式を提供している

かを分析している点など.これまで表層的な流

れとしてかたづけられやすかった風俗を理論的

な視座で捉える試みがなされている。

荒井 (2009)は.ギャルとギャル男が集まる

サークル「イベサー」を中心に.彼らの文化・

行動を体系的に論じている。この著書は，荒井

の修士論文「イベサーのエスノグラフイー ス

トリートを学校と捉える若者逮J(2007)が下

敷きになっている。荒井自身がイベサーの代表

に就任した経験をもとに，イベサーの発生基盤

を系譜学的に明らかにした後.その組織構造や

メンバーシップを紹介し.ギャルやギャル男ら

に特有の価値観や美意識や人格類型やセクシュ

アリティ観.聞社会とのつきあい方や将来への

展望などを分析することで明らかにしていく。

こうした観察の前提として.荒井は，パプル

経済期までのユース・ストリート・カルチャー

集団と.パプル以降との差異を指摘しバブル

以前の集団にあった，上の世代に対する「若者
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の反抗Jという臭いが薄れていき.r族」自体
が消費社会のマーケテイング対象となり.常に

「トレンドJを紹介したいマスコミや広告代理
庖の思惑によって，誘導的に形成され，ストリ

ート出身者が持つ.独特の反抗精神という.最

大の魅力が失われたと述べる。ところが.渋カ

ジやチーマーの出現によって.バブル期に失わ

れた「ストリート感覚Jが取り戻されていく
(荒井 2009: 29-30)としイベサーの発生の

理由を探る試みにこぎ出している。

荒井は，イベサーにいるギャル・ギヤル男の

特徴を「チャライJ(=セックスの経験人数を

競ったり，性的な魅力で異性をうまく使った

りする).rツヨメJ(=奇抜なファッションや
行動をする).rオラオラJ(=強そうで悪そう
にする)の三要素に求める。たとえば.rツヨ
メ」なファッションとして.r日焼けサロンで
焼いた肌，明るい髪の色.露出の激しい. ド派

手でカラフルな衣装Jを挙げ.r目立ちたい」
「フツウの奴らと同じように見られたくない」

ためにこうした装いをすることが指摘される

(荒井 2011: 130-1)。

これらの省察を通して.r90年代以降の都市

におけるギャルやギャル男達に対する言説に

ついて.再考を促すものであるJ(荒井 2011: 

211)とし.これまでの社会学を中心とした研

究では.渋谷に集まり徒党と組んで遊ぶ若者を

肯定的に捉える言説はあれど.自らの活動を

「自己実現Jと結びつけた調査・考察に及んで
いない点を挙げ.r学校的Jな空聞から逃避し
ている.r階層上昇志向」の低い.消極的な若
者としてしか描いてこなかったと批判している。

荒井は，むしろ彼らは.自己実現のための

「学校的」空間を臼ら作り出し. iキャリア育

成Jを行っており.何事にも無気力で消極的な

人間ではないと述べ.このような視点は.自己

実現要求が低いとされる都市の若者像に修正を

迫るものであり.90年代以降の社会制度やライ

フコースの急激な変化のなかで. タフな力を持

つ彼らのような価値観が.その他の若者にとっ

ても受け入れられるものであるかどうか興味を

寄せている(荒井 2011: 21ト2)。

こうして荒井は，自らがイベサーのグループ

に所属していた経験を活かし.異文化の他者の

参与観察とは異なるアプローチを行うことによ

り.観察者が陥りがちな既成概念のフィルター

を取り払った，深度のある研究を実践している。

3-4.ストリートファッションのエスノグラフィー

筆者は.今和次郎による考現学やアクロスの

定点観測. 日本色彩研究所による服装色の実態

調査などの業績に感化され，自分の価値観や

感性の発露であるファッション観測に注目し.

1994年から調査を実施している。

その方法は，東京都内のファッション・スト

リートである原宿.渋谷.銀座.代官山の街頭

で.各地点毎月 1回.週末に定点観測を行い.

通行人のファッションをランダムに写真に収め

るという手法であり. 1地点の1ヶ月の写真点

数は約150枚.ほほ300人. 4地点を合わせると

おおよそ600枚. 1.200名のファッションを記録

している。

これらをもとに.エリア別のファッションの

傾向.被写体のクラスターの特性，服装色の傾

向などを分析し 1998年からホームページ上で

「ストリートファッションレポート」というタ

イトルで公開している。「ストリートファッシ

ョンレポートjのホームページは.ファッショ

ン関係者のみならず，ジャーナリスト.マーケ

テイング関係者.プロダクトデザイン関係者な

どの幅広い関心を集めている。また圏内のみな

らず.海外からのアクセスや問合せも少なくな

い。こうしたレポートの公開と併せて.新聞へ

のコラム掲載や業界紙への執筆.単著刊行など

を重ね.観測調査に基づく報告を行ってきた。

本調査の位置づけとしては.エスノグラフイ

ーの方法論に依拠しており.筆者はフィールド

ワークの中心を.写真撮影により被写体を記録

し路上での観測後.フィールドノートを作成

し.その一部をホームページに公開するという
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ことを続けてきた。

この方法は.一般的なインタビューやヒアリ

ング調査とは多少異なったものである。本来は，

すべての対象者に声を掛けてインタビューを実

施することが望ましいかも知れないが.カメラ

を向けることで，観察者と被観察者との境界が

歴然となり，調査が困難になることも少なくな

し、。

また，仮に.対象者に声をかけて.できる限

り詳細に観察・記述したとしても.観察対象が

狭いものとなり.得られるファッションの情報

が限定されてしまうデメリットもある。その日.

その場所に足を運んだ若者たちを全員記述する

ことは.到底不可能であるが.できる限り対象

を増やすことで.記述の深度だけでなく.記述

の幅を拡げたいという意図で調査を続けている。

3-5.ストリートファッションのフォト・エス

ノグラフィー

ファッションを伝えるために.言語による記

述では.そのファッションが持っている情報の

一部分しか伝えきれないことは容易に推測でき

る。これまで.エスノグラフィーは.ある特定

の文化を「言葉で記述」することにエネルギー

が注がれてきた。むろん.こうした労力と必要

性を否定するものではないが.ファッションの

記述においては.スケッチや写真などのビジュ

アルな表現を加えることにより，より立体的な

記述が可能になることは明らかであろう D こう

した記述を「ビジュアル・エスノグラフイーJ
と呼ぶことにしこの視点から.具体的な事例

を見ていくことにしたい。

ビジュアル・エスノグラフィーは.20世紀後

半の多様化する映像社会を背景として，研究に

おける記録・分析・発信の中心に写真や映像を

据え，文字による記述を超えて.実際の場面を

表現する方法として検討されてきたものである。

ビジュアル・エスノグラフイーで多数の業績

のあるサラ・ピンクによれば.視覚的なメディ

アを使うことで.フィールドやアカデミズムに

おける理論的.方法論的.実用的かつ倫理的な

問題に関する再帰的なアプローチが提案できる

と述べる。ピンクは，写真やビデオやハイパー

メディアを用いた彼女自身の調査経験や.他の

人々の仕事についての成果を採り上げながら.

ビジュアル・エスノグラフィーの実例やケース

スタデイーを検討，議論している。ここでは，

視覚的で民族誌学的な資料が作成され.解釈さ

れることを通して，民族誌学的な知識が形作ら

れていき.こうした新たな課題によって.再帰

的で経験的な理解に出会うと論じている (pink

2001)。

3-6.日本のビジュアル・エスノグラフィー

わが国でのビジュアル・エスノグラフィーの

試みは.今和次郎の「考現学Jなどに端緒がみ
られる。その他には.rアサヒグラフJ3)などの
報道媒体や写真集などによって.当時の一般の

人々のファッションの記録・公開がなされてき

た。

とはいえ.戦前までのおおかたのファッショ

ン情報は，海外のファッションの紹介.パリ・

コレクションや著名デザイナーの最新ファッシ

ョンの解説.百貨庖やプランドの提案する着こ

なし紹介が大半を占めており.一般の人々のフ

ァッションに関心が向かい始めるのはおおよそ

1970年代くらいになってのこととなる。

すなわち，戦中の国民服の時代を経て.第二

次大戦後の洋装化の定着. 1970年代の既製服の

普及を経て.人々が比較的自由にファッション

を選択できる時代がやってきた時に.一般の

人々のファッションに関心が向かうようになり.

1980年代以降.マーケテイングの対象や社会学

者たちによるストリートファッションの考察が

営まれるようになる。

アクロス編集室『ストリートファッション

1945-1995J (1995)は.わが国に「ストリート

ファッションJという用語を広く伝えた書籍と
して位置づけることができるだろう。この本が

出版される以前から，アクロス編集室4)は.フ
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アツション・ピルであるパルコおよび.パルコ

に出応しているテナント各社に向けて1974年に

『月 fljr~ルコレポート J を創刊し 1980年から

渋谷.原宿.新宿の3地点で若者のストリート

ファッションの観察・分析をスタートさせてい

る。こうした成果は.毎月刊行される f月刊ア

クロスJ(1993年より『流行観測アクロスjに

名称変).1989年の『東京の若者j等で紹介さ

れてきた。さらに 『ストリートファッション

1945-1995Jでは.こうした定点観測の記録に

加え.調査を開始する以前の，戦後から1995年

までの東京の若者たちの変遷がまとめられてお

り.その後の日本のストリートファッション研

究のベースとなる書籍となっている。

3-7.人類学者テッド・ポレマスの『ストリー

ト・スタイルj

アクロス編集室による取り組みとほぼ同時代.

ストリートのスタイルを世に問うた著作として.

人穎学者であり写真家のテッド・ポレマス5)に

よる.rストリート・スタイルj(1994)が刊行
される。この本では.ストリートに根付いてム

ープメントになったものを.著名なデザイナー

がモードに取り入れる.その手法を多くの陪!版

をまじえて紹介している(図3-2)。

具体的には. 1940年代のズーティー.ザズー.

ウエスタン・スタイル.パイカー.ヒップスタ

ー.ビート族。 1950年代のテデイボーイ.モダ

ニスト.ロカビリー.サーブアー。 1960年代の

モッズ.ロッカーズ.ルードボーイ.サイケデ

リックス.ヒッピー.スキンヘッズ。 1970年代

のファンク，グラム.ソウル.スケーター.パ

ンク.ニューロマンティクス。 1980年代のゴス.

サイコピリー.パーヴス.Bーボーイ. レイヴ

ァー。 1990年代のアシッド・ジャズ.サイバー

パンクなどが紹介され.ファッションが音楽や

カルチャーと密接な結びつきを持っていること

が理解できるo

さらにポレマスは. 1994年11月から1995年2

月にかけて.ロンドンのピクトリア&アルパー

ト博物館での rStreetstyleJ展示の外部キュレ

ーターを務め.パンクやロッカーズなど.多岐

にわたるストリート・スタイルの歴史が展示さ

れる機会をつくった。こうしてポレマスは.こ

れまで個別のジャンルごと.あるいは個別の時

代ごとに諮られてきたストリートのスタイルを.

人類学的な観点からその変遷を整理しその後

のストリートファッション研究の模範や参照点

となる功績を残した。

ポレマスは.2010年に新版 fストリート・ス

タイルJ(図3-3)を発行し.30年間以上に及ぶ.
ストリートでみられたスタイルの追求を行って

いる。彼が一貫して指摘しているのは.次のよ

うな視座である。

人々は個人の広告のために.いつも外見を

利用しているが.我々の世界が複雑でより

細分化するにつれ.外観の重要性はより大

きくなり.視覚的な差異や類似性が人々の

関係における相互作用を円滑にするo さら

に.歴史の真.の理解のためには.ファッショ

ンやスタイル.デザイン.ポップミュージッ

ク.身体装飾などの表層であり.一見，軽薄

と見受けられるようなものを真面白に受けと

めることが必要であかそれによって，我々

がどのような状況であるのか. またどのよう

に(今後)なるのかの重要な手掛かりになる。

(Polhemus 2011) 

新版の著書では. 1994年版にはなかった.

EASTERN STYLEの項が設けられており.
1990年代以降の原宿や渋谷のストリートファッ

ションが多数紹介されている。ロリータやギヤ

ル.デコラスタイルの若者たちの写真と解説が

掲載されているのに加え.こうした日本の若者

のファッションに憧れて.ロリータやギャルを

模倣している欧米の若者たちの姿も取り上げら

れており. 日本のストリートファッションが注

目すべき対象であることがうかがえる。
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JV.ファッションのフォト・工スノグラフィー

ここからは，主に1990年代以降に多数登場し

てきたストリートファッションの写真をメイン

にし解説はわずか.あるいはほぼ言葉の説明

がない作品を紹介する。これらは.エスノグラ

フイーの範鴫に入れることへの異-論が提起され

るであろう。しかし.こうしたストリートスナ

ップの雑誌や写真集は.ビジュアルな写真を見

ることが主要な目的であり.言語を異にする

人々にも広く共有されるというメリットがある。

かくして，研究者が記述するエスノグラフィー

とは異なる方法で，あるストリートのリアルな

ファッションが紹介され，これらの媒体を見る

ことで.当該ストリートへの関心やファッショ

ンの模倣がなされていく。こうしたファッショ

ンスタイルやイメージの再生産が営まれる点は

全く無視できない。

4-1.青木正ーによる rSTREETJ， rFRUiTSJ 

日本のストリートファッションが.そのユニ

ークさやオリジナリティーから，海外から称

賛の眼差しで見つめられるようになったきっ

かけを作ったのは. 1990年代に発行された，ス

トリートファッション誌である rSTREETJ.

rFRUiTSJ. rTUNEJなどによる影響が非常

に大きい。

1997年創刊の rFRUiTSJは，ストリートフ

ァッションが注目を浴びた1990年半ば以降のス

トリート系雑誌の創刊ラッシュを牽引した雑誌

であり.これまでのファッション誌とは一線を

画した雑誌であった。この雑誌を創った編集人

でありカメラマンの青木正一ωは. 1985年創刊

の rSTREETJで，すでにロンドンやパリコ

レ会場周辺のファッション業界人やモデルのス

ナップを掲載した冊子を発行していたが，東京

のファッションが変化したことに注目し.東京

のストリートスナップを集めた冊子を新たに発

行することを思い立ったという。 rFRUiTSJ

創刊の経緯として，青木は次のようにコメント

している。

最初の頃僕は日本のファッションには興味

なかったんですよ。それが.当時原宿に住ん

でいたんですが，急に原宿の若い子のファッ

ションが変わったんですよ。それまでは，ア

パレルがあって，雑誌がアパレルのファッシ

ョンを紹介して，その格好を目指してみんな

おしゃれするという形だったと思うんですけ

ど.気がつくと，全然何からの影響も受けて

ないような創造的なファッションが生まれて

いた一一プランド的には， ミルクなんかが全

盛でしたが.そのミルクにしても.そのまま

着ないで.自分でアレンジしている。おもに.

文化とかパンタンとかの学生が中心になって

そういう格好をするようになって.これも一

つの革命だと，思って，雑誌を作ることにした

のです。で.半年くらい準備して.FRUiTS 

を出したんです。(青木 2010)7)

青木がいうように.90年代は.それまでのプ

ランドがファッションを呈示しそれを雑誌が

広めるという構図ではない.若者の問で服をア

レンジして着こなすという.コーデイネート上

のオリジナリティーが模倣対象となることが現

前のものとなった。ファッションの波及が，街

を介在とした若者間の横方向の伝播が広まり.

従来のコレクションを頂点とした. トリクル・

ダウンで波及してきたファッションの波及過程

に決定的なターニングポイントが訪れたときで

あった。

rFRUiTSJの誌面にはほとんど文字がなく.

被写体の写真が1ページに 1点ずつ.淡々と紹

介されている。そこには.色やデザインに特徴

のある服が選ばれ，これに自らの創意工夫によ

ってヘアスタイルやアクセサリーやバッグや靴

が組み合わされ.被写体としてふさわしいポー

ズも自分で演出した状態で写っている。

そして rFRUiTSJをはじめとするストリー

トスナップの特徴は，原宿を中心とする建物や
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ストリートファニチャーや通行人や街路樹など

の街の背景をも.被写体のアウターの一部であ

るかのように.コーデイネートに取り込まれて

いる点にある。

かくして.誌面に映し出されるのは，本来は

デザイナーのイメージ主導により創られたはず

の衣服に，着用者が自分自身のパーソナリティ

ーとの照らし合わせを行うことにより.衣服に

さまざまな解釈を加えてアレンジし別のイメ

ージを与えられた着こなしになり.そのファッ

ションにふさわしい街の空気とが一体になった.

総合的なビジュアルとなるo こうした.着用者

の唯一無二の創意工夫と街の状況の偶然性が重

なった写真だからこそ.読者に強いインパクト

を与える媒体となるのである。

このような媒体の「強さJは.これまでのエ
スノグラフイーが目指してきた.記述者の加え

た解釈を，読者が理解するといった形式で享受

される関係にはない，読者それぞれが被写体を

みたときの思い思いの感覚が優先されるところ

から生じるものである。その結果，言葉による

説明を必要としない偶発性の産物としてのイン

パクトあるストリートスナップが.異なる言語

圏の人たちに感覚的に受け入れられ，欧米やア

ジア諸国から「日本のファッションはクール」

と言わしめることになったことは.おそらく偶

然ではないだろう。

なぜ， 日本のファッションがクールと評価さ

れているかについては.西欧のファッションが

成熟した大人志向であったのに対して.日本の

ファッションの未成熟でカワイイ点に新鮮な興

味を抱いているといった説明が与えられている

が.こうした理由以外の説明として以下のこと

が考えられる。

それは.ファッションのクリエーションが.

過去のスタイルをたたき台として，より新しい

形を生みだそうと奮闘したり.巧みなマーケテ

イングや販売戦略によって.一定規模の人貝が

好ましいと思い購買に繋がるものを輩出すると

いった.ファッションがこれまで培ってきたシ

ステムを存続させるための合理性の追求とは異

なるアプローチが.ここには存在するからでは

ないだろうか。ファッションは「新しさ」を追

求するというルールに則ったゲームであること

は不変だが.従来のスタイルの新しさや.頻度

の新しさとは異なる ファッションシステムか

ら逸脱するという新しさが. rFRUiTSJに登

場してくる思い，思いに着飾った若者たちによっ

て呈示されはじめているのだろうと考えられる。

以下には.ストリートスナップをテーマとし

た冊子や写真集の代表的なものを時代順に挙げ.

整理しておく。

4-2.水谷孝次による rMerryJ

rMerryJ (2000)は，アートディレクターで

ある水谷孝次が1999年からスタートさせた.笑

顔と笑顔を繋ぐコミュニケーション fMerry

Pr吋ectJ8)の一環として撮影された若い女性た

ちの笑顔を集めた写真集である(図4-1)。

おもに原宿のストリートで撮影された10代か

ら20代くらいの女性たちが.歯を出して満面の

笑顔をした写真が463点納められている。この

写真集は，ファッションをメインにしたもので

はないが，被写体が着用しているタータンチェ

ックのワンピースや マスコットの形をしたバ

ッグ.ピンクや蛍光オレンジ.金髪に着色され

たヘアやエクステンション.ピアスやペンダン

トの重ねづけ，自分でリメイクしたようなワッ

ペンやボタンのついた古着のデニムなど.ポッ

プなスタイルが次々に日に飛び込んでくる。

この rMerryJならびに fMerryProjectJ 

の影響は囲内だけでなく.海外にも広まりをみ

せた。 2000年にラフォーレ原宿で開催された展

覧会を観たロンドンのテートモダンギャラリ

ーのスタッフが興味を持ち. 日英同盟締結100

周年の記念イベントとして2001年に.ロンド

ンのセルフリッジ百貨応で開催された fTokyo

LifeJのメイン企画として fMerryProjectJ 

が呼ばれ.ロンドンの人々たちに.日本の若い

女性の笑顔と共にカラフルで個性豊かなフアツ
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ションを伝える機会を与えたのである。

4-3.ティファニー・ゴドイによる rStyleDefict 

DisorderJ 

rStyle Defict Disorder J (2007) は.1997年

から来日し.ファッションエディターやコンサ

ルタントとして活路しているテイファニー・ゴ

ドイ 9)による書籍である(図4-2)。イントロダ

クションにおいてゴドイは.タイトルの意味を

次のように説明している。

あるスタイルから別のスタイルへの熱狂的

なジャンプ・シーン.そこには首尾一貫した

自己満足への欠陥，つまり新しいものへの情

け容赦のないハントを操る多動性障害のスタ

イルカ宝ある。 (Godoy2007 : 10) 

本の構成は. MTHE ROOTS". “KAWAII". 

“CYBER & BEYOND". “GOTH-LOLI" . 

“URA-HARA". “POST-HARAjUKU" の 6

つの章からなり.2ω点以上もの写真と解説文.
タイポグラフィーを使ったレイアウトにより原

宿のポップなストリートスタイルが紹介され

ている。ファッションジャーナリストの平川武

治や.スタイリストのパトリシア・フィールド.

ストリート系プランドの「ステューシーJの創
設者ショーン・ステューシー.ファッションデ

ザイナーのジョン・ガリアーノなどの著名人に

よる文章や.原宿にまつわるデザイナー.プラ

ンド.スタイリストが登場する。海外からも

人気の高い「ヒステリックグラマーJ.rスーパ
ーラパーズJ.rア・ベイシング・エイプJなど
のプランドや.rラフォーレ原宿J.rパルコj
などのファッション・ピルや広告が紹介され.

rFRUiTSJや rKERAJなどのファッション

雑誌のビジュアル等が用いられ，原宿のもつ雰

囲気が十二分に伝えられている。発刊後約1年

の2008年9月時点で，すでに2万部近くの刷り

上げとなったという同著の反響について.ゴド

イは.r日本の現代ポップカルチャーに対する

西欧からの強い興味が影響した」と述べてい

る10)。

ゴドイは.この本の他にも. Oapanese 

GothJ (2009)で.日本のゴス.ゴスロリ.ロ

リータの各分野の絵画やイラスト.写真，ファ

ッション.人形などさまざまなジャンルのアー

テイストの作品等を紹介しており.海外の読者

に日本のゴシックスタイルを伝える媒体を手が

けている。

4-4. スコット・シューマンによる rThe

SartorialistJ 

rThe SartorialistJ (2∞9) は.写真家スコ
ット・シューマン ll)'lJtパリやニューヨーク. ミ

ラノなどの都市のストリートでスナップ撮影を

した507人にも及ぶ被写体を集めた写真集であ

る(図4-3)。シューマンは.2005年にスナップ

ショットを掲載したプログ「ザ・サルトリアリ

ストJをスタートし.世界中の街角で見かけた
幅広い年代の男女を紹介している。プログのタ

イトルで使われている「サルトリアリスト」は

“着こなし上手な人"という意味のシューマン

の造語であるo 2007年には. rTIMEJ誌のス

タイル&デザイン100に入選したのを皮切りに.

2008年には米国雑誌アメリカンフォトでファッ

ション写真家部門1位を受賞。 2009年には米国

Fast Company誌でビジネス界における最もク

リエイテイプな100名に選ばれており.2010年

には米国タイム誌が選ぶベストプログ貨を受賞。

2011年も米国写真雑誌LIFEのウェプサイトが

選ぶフォトプログアワードを受賞・するなど，現

在のプロガーの先駆け的な存在である。

シューマンのプログはほぼ毎日 3-4点

ほどのスナップが更新されるが.画面には

アップした日付とともに. r On the Street 

'. Via Pontaccio. MilanJ. rOn the Street.... 

Advanced Style. New YorkJなどのごく簡単

なキャプションがついているのみである。被写

体の年齢や人種，職業の説明もなければ.コー

デイネート解説やプランドの紹介なども一切な
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されておらず.なぜその被写体が掲載されたの

かについての発信者側の説明を極力排除してい

る点が特徴的である。

しかしながら，被写体の写真が大きく掲載さ

れ.IJ民と着る人とその表情と.背景になる街の

絶妙なバランス具合のおかげで.プログは非常

に魅力的な媒体となっている。プログを閲覧し

ている人それぞれが，写真が諮る言語に拠らな

い雄弁なメッセージを.思い思いの形で享受し

ているであろうことが想像される。

4-5. イヴァン・ロデイックによる rFACE

HUNTERj 

rF ACE HUNTERJ は.写真家のイヴア

ン・ロデイックが2006年からはじめたブログで

あり.2011年現在で月に100万件のアクセスの

ある人気プログとなっている。 2010年には書

籍 rFACE HUNTERJを刊行した。イヴァン

が手がけたプログおよび誌面では.ヨーロッパ

各国の個性的なストリートスタイル，コレクシ

ヨン会場周辺のファッショニスタのストリート

スナップが紹介されているが.被写体の年齢層

はさまざまであり.子供から老人と幅広く.人

種もさまざまであるo しかし被写体が自ら選

んだアイテムやコーディネートは.実に「クー

ル」そのものであり.全く個別のおしゃれなス

タイルが展開されている。

4-6. シトウレイの rSTYLEfrom TOKYOj 

フォトグラファーでありモデルのシトウレ

イは. rSTREET J. rFRUiTSJ. rTUNEj で

フォトグラファーとして活蹴後.2008年に東京

のストリートファッションを海外に向けて発

信するサイト rSTYLEfrom TOKYOJを開始

し.2011年の時点での月間アクセスは20万ペー

ジビューに及ぶ。 rJAPANTIMESJ. r朝日新

聞J等に仕事が紹介され.2010年5月には.モ
スクワでの写真展の開催や.中国のサイトでの

連載等も手がけている。さらに同年8月に NY

の権威あるファッションサイト rFashionista.

comJで. r世界でもっとも影響力のあるスト

リートスナッププロガーJの11人に日本人で唯

一選出されるなど.世界的にも評価が高まって

いる。

これまでにシトウが撮影した被写体は.プ

ログだけでなく.2010年8月には也子書籍写

真集として rSTYLEfrom TOKYO 2010S/S 

for iPadl iPhoneJのリリースを手がけるなど.

iPadやiPhoneなどの新しい媒体でのスナップ

の紹介を行っている。さらに2011年には.書籍

写真集 rSTYLEfrom TOKYOjが刊行された

(図4-4)。

シトウのプログは.ほぼ1日に1人のペース

で写真が掲載され.シトウによる被写体のファ

ッションの特徴.今のファッションの状況等が

短い詩のような言葉が日本語と英語のパイリン

ガルで加えられている。

シトウは東京のストリートファッションを，

プログ媒体を通じて世界中に発信したパイオニ

アであるが.近年では.ファッションイベント

の開催時期に合わせて.パリやロンドン.ニュ

ーヨークなどのコレクション会場周辺のスナッ

プも手がけている。ただしベースは原宿と考

えているという。その理由は.r世界で一番フ
ァッションの流れが早く.おしゃれにアグレッ

シプで.チャレンジを許してくれる場所だか

らjと述べる12)。

シトウの写真.の最大の特徴は.シトウレイに

声を掛けてもらえた熔しさや恥ずかしさが.そ

のまま隠さず出ていることと.被写体に対する

シトウのエールの気持ちがじんわりと伝わって

くる点である。また.撮られた写真は.流行に

乗ろうとも.我が道を貫こうとも.自分の好き

な服で表現を試みているそれぞれの人が主人公

であると共に.被写体の背景であるストリート

へのシトウの眼差しが感じられ.被写体を含む

ストリートの空気感が隅々まで伝わってくる点

である。シトウの多くの写真は.被写体の占め

る割合は2割程度で.ストリートの而積の方が

圧倒的に多い。おそらくこれは.人でトリミン
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グをしているのではなく.被写体とストリート

とのセットでフレーミングをしているからであ

ろう。

これらのスナップのプログや書籍をみるたび.

これまでのファッションは，ファッションの個

性化といっても，服のデザインや色において.

シーズンやプランドごとに個性化は図られては

いても.せいぜい，好むプランドの違いが許容

されているにすぎず.個々人の個性化にはおよ

そ目が向けられていなかったことに気付かされ

る。

既製服が登場した以降のファッションは. ト

レンドの服の影響を受け.それに自分を合わせ

る(もしくは合わせないという.せざる選択と

いう選択問題)という営みが前提であった。し

かし考えてみれば.体型も肌の色も，しぐさ

や生活場所も一人として同じ状況がないのに.

なぜいっせいにトレンドの服の影響を受けなけ

ればならなかったのか。

こうしたおもいおもいのスナップをみると.

ファッション・トレンドカ主人々のファッション

を先導する根拠はどこにあるのだろうと疑問に

思えてくる。商業資本主義のシステムを閉ざす

ことなく回し続けるための魔術だったとしたら，

こうしたストリートスナップは.魔法を解きほ

どき.豊かなファッションを取り戻すための，

ひとつのきっかけを与えているといえはしない

だろうか。

4-7. 60代以上の女性ファッションを紹介する

Advanced Style 

これまで紹介してきたストリートファッショ

ンの写真を用いたプログや書籍は，おもに若者

を中心に展開されているものが圧倒的である。

その上の年齢層を対象としたものもあるが.せ

いぜい40代くらまでの世代を被写体としている

ものが多い。これはひとえに， トレンドのファ

ッションやオリジナリティーのある装いは若者

がそのイニシアチプを担うというこれまでの通

例や常識が媒体の被写体を限定してきた可能性

もあるo

ところが，こうしたスナップメディアとして

は後発でありながら.これまでの媒体と被写体

が大きく異なり.大変大きな反響を集めたプロ

グが登場した。

それは.ニューヨーク在住のフリーラン

ス・ライター.フォトグラファー，プロガー

であるアリ・セス・コーエン13)が手がける

r Advanced StyleJというプログであり，おも
にニューヨーク在住の60歳から100歳のおしゃ

れな女性(一部男性もあり)を被写体にしてい

るものである。このプログは2008年にスタート

しており， 2012年に書籍が発刊されている(図

4-5)。

プログや書籍で紹介されている女性は，シャ

ネルやエルメスなとeのハイプランドのアイテム

を貫禄たっぷりに着こなしていたり，赤やター

コイズブルーなどの.鮮やかな色にチャレンジ

していたり. ミリタリーやスポーツ等のカジュ

アルなアイテムを上品に着こなしていたり.白

髪のヘアにあうメイクやアクセサリーを選んで

いるなど.どれもみな個性的でエレガントであ

り，総じて高年齢であることが強みとして十二

分に活かされている点がある。まさに， rアド
バンスドスタイルJというタイトルにふさわし
く.おしゃれの経験値の豊富さや.年をとって

体現できる装いが展開されている。

これまでファッションは.痩せていて.若い

身体を持つものが謡歌するという考え方が.こ

のプログや書籍をみると覆される思いがするの

であるo

日本でも， 2013年 3月にスタートした

rL'ideaUI4)というプログがあり.写真家のマサ

とマリという若い二人が.シニア世代のファッ

ションを紹介している。きっかけは.マサの祖

母でお酒落好きの女性が2012年に突然亡くなり.

なにもできなかったことのせめてもの恩返しと

して.おじいちゃんやおばあちゃんの魅力をフ

ァッションで伝えることにしたということであ

る。
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世の中.歳をとることがネガテイプに捉え

られることが多いと思う。特に女性は.生き

てきた時間を否定するかのように.若く見ら

れることが唯一の正解のような風潮がある。

でもぼくらは.歳を重ねたからこそ持つ雰

囲気，スタイルって誰よりも魅力的だと思う。

その人にしかない長い時間の積み重ね=人生

が表現されるから。

「生きてきた時間を否定するのではなく.

生きてきた時間を素直に表現する。Jそんな

姿を伝えていくことで.歳をとることに対す

るイメージをポジテイプに変えていきたい。

そして彼女たちからヒントを得てほしい。将

来こんなスタイルでキメることができるとい

うことを。

プログで紹介されている上記のコメントから

も.若さや流行や経済力といった基準とは異な

る，あたらしいファッションの可能性を伺うこ

とができる。この iL・ideaIJのプログも2014年

に rOVER60Street Snap.]というタイトルで

書籍化されており.流行に左右されず.魅力的

なシニア世代の女性のファッションが多数紹介

されている。

V.むすびにかえて

ファッションの工スノグラフィーが拓くもの

以上.エスノグラフィーの概説ならびに.専

攻研究を概観し.ファッション観測におけるエ

スノグラフイーについて考察を行った。ここで

は.既存研究のほかに.ストリートスナップの

写真集やプログ等を取り上げて.こうした媒体

がファッションのエスノグラフイーとして.よ

り広い範囲にファッションが参照できる方法の

ーっとして機能しうる可能性について検討したo

小田 (2010)のいうように.研究の方法論に

おいて.従来の数量化=科学的という見方が疑

問視され.現実により近い研究を可能にする方

法が模索されるなかで，質的研究には大きな関

心が寄せられている。小田はまた.質的研究の

なかでも.エスノグラフイーは自由度が高く.

標準化の程度が低いという特徴を挙げている。

さらに.佐藤 (2000)によれば.文化や社会は

複雑で.矛盾や非一貫性を帯びていることが前

提となっており.エスノグラフイーの方法論は.

精級化し，マニュアル化するのではなく.むし

ろ，より複雑に多様な方法論に拓かれる必要が

あることが示唆されている。

エスノグラフイーが「異文化jや「他者」の

世界を理解する方法として発展してきたという.

その原点にたちかえれば.ファッションを通し

た異文化や他者の理解の方法論としてエスノグ

ラフィーは有効であろうしまた.必ずしも異

文化や他者のみならず.同じ文化闘にありなが

ら.異なるファッションを時好する理由を考え

たり，他者でない.自分自身の経験や経年にお

けるスタイルの変化と.その背景を考える場合

にも.エスノグラフィーによる記録は活用でき

る資源となるだろう。

また，エスノグラフィーの方法論の多様さと

いった記述者側の問題でなく.エスノグラフイ

ーの読み手の多様さにも拓かれるべきであるこ

とを強調したい。学術論文の読み手が限られが

ちな点を批判しているわけではないが.読み手

の範囲や理解度を限定しない媒体の可能性にも

っと寛容であってもよいだろうと考えるo

日本のストリートファッションが海外で注目

を集めた背景には.学者による研究成果が広く

海外に知れ渡ったのではなく.プログや写真集

等がはるかに先行して海外の関心のある人々に

届いたからである。こうした.アカデミックな

研究に先立ち.準・エスノグラフィー的媒体の

ほうが.より大きな影響力を与えているという

点がある限り.エスノグラフィーのこんにちの

姿として.ビジュアル・エスノグラフィーのよ

うな.受け手の柔軟な接触と理解を許容しうる

ものを.研究対象にする必要性があるだろう。

他方で.ファッションのエスノグラフィーを

研究対象として志すものたちは.できる限りの
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記述の正確さ，歴史として残されることの重さ

を自覚することも忘れてはならない。

ただし「記述の正確さ」という命題は幻想

でしかなく.記述者の思念する「正しさ」にす

ぎない。けれども，臆病になり記述することを

諦めてしまうと，ファッションの歴史的な考察

は，雑誌や映像や過去のショーやプランドのア

ーカイプなどの断片的なものだけが残り.より

一層.後生に残せるエスノグラフィーの可能性

が閉ざされる。研究者は.個々人の歴史認識が

もたらす.事象へのバイアスを常に念頭におき

ながら.それでもなお.果敢に記述する姿勢が

不可欠だろうと考える。

本研究は科研費(若手研究(B) 23700874) 

の助成を受けたものである。

注

1) ヴァン=マーネンは.文学的物語に対する批

判は.マリノフスキーやギアツに対する同時代

の批判家らが浴びせかけた批評とほとんど変わ

っていないと前置きをしつつ，なおも文学的物

語が批判を受ける理由として.次の3つの理由

を挙げている。1.作者が自分のレポートを孤

立させ.同じ領域や似た分野の過去の作品にほ

とんど言及しないでも平気でいる点. 2.今の

世の中に迎合したその場限りの性質により.当

面の読者には必要な情報を提供できるかも知れ

ないが.文体的魅力を超えたエスノグラフイー

への永続的な興味を相殺してしまう点. 3. リ

アリズムの表現テクニックと結びつきが深いた

めに.己が捉えようとしている現実そのものを

歪めてしまう危険性がある。

2) 引用文中の「ヴイツカム氏のバッジjは.そ

のときの州知事選挙の立候補者の名前。ヴイツ

カム氏とマーフィー氏のあいだで選挙が争われ.

コーナーヴイルの住人のほとんどがマーフィー

氏を支持していたことから.対するヴイカム氏

のパッチを付けていたことが議論の的となった.

その一場面。

3) fアサヒグラフjは. 1923年(大正12)に創

刊し.2∞0年(平成12)に終刊した朝日新聞社
発行の週刊グラフ誌である。そこには近代化.

日本の戦後復興の歩みが写真を中心に記録され.

時代を知るうえで重要な雑誌である。なかでも.

昭和5年から20年の終戦まで朝日新聞社でカメ

ラマンをしていた影山光洋の撮影した街頭の風

俗写真は.当時のファッションがいかに人々に

受容されたかを伺い知る貴重な資料となってい

る。影山は.写真の記録性を著しく重視しそ

の点を徹底したことから.i記録写真の鬼jと

呼ばれた。

4) アクロス編集室の詳細については. iwebア

クロス」のサイトを参照した。 (http://www.

web-across.coml abouthtml) (2014.11.9確認)

5) テッド・ポレマスのプロフィールや業績に

ついては.自身が運営しているホームページ

(http://www.tedpolhemus.com) を参照した

(2014.11.9確認)。

6) 青木正ーは.ヨーロッパのストリートのあり

方に感銘を受け. 1985年よりロンドンやパリの

ストリート.パリコレ会場付近の写真を掲載し

た. rSTREETJを発行。ファッションスナッ

プの先駆けとなる。 1997年には.原宿のストリ

ートスナップを集めた fFRUiTSJを創刊.海

外で東京のファッションが脚光を浴びる大きな

きっかけをつくる。 2∞4年には.男性ファッシ
ョンを集めた fTUNEJを創刊。オーストラリ

アのパワーハウスミュージアム等で写真展を行

うなど世界の美術館，ギャラリーでの展示等な

ど.その活動は多岐にわたる。

7) 背木のコメントは以下のインタビュー内容か

らの引用。ハイファッション・オンライン編.

2010.8.10. iマルジェラから原宿まで。背木正

ーのファッション観。J

(http://fashionjp.netlhighfashiononline/ 

hf_selected/book/shoichaoki 1 00809.h tml) 

(2014.11.9確認)

8) iMerry ProjectJは.アートディレクター

である水谷孝次が主催するプロジェクト。出会
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う人たちに「あなたにとっての Merry(楽し

いこと幸せなこと)とは何ですか?Jと質問

し最高の笑顔を写真に収めていくというも

ので， 1999年のモリハナエオープンギャラリー

での展示を皮切りに.2∞0年のラフォーレ原宿.

ニューヨークのメトロポリタンパピリオンでの

展覧会.2005年の愛知万博「愛・地球広場」で

の rMERRYEXPOJ. 2∞8年の北京五輪開会

式のオープニングセレモニー参加のほか.震災

後の神戸や同時多発テロ直後のNY.東北大震

災後の福島や宮城での展示なとeを行っている。

世界25カ国で撮影した30.0∞人以上の笑顔とメ

ッセージはウェプサイトでも見ることができる。

(http://www.merryproject.com/) (2014.11.9 

確認)

9) テイファニー・ゴドイは. 1974年ロサンゼル

ス生まれのファッションエディター.コンサル

タント。日本人のファッションに関心を持ち.

1997年に来日後.ファッション雑誌 fコンポジ

ットj編集者などをへてフリーとなる。

10) 同著の刷り上げ部数ならびに.ゴドイの

コメントは f渋谷経済新聞J2008.9.30 r.m 
殖を続ける無国籍「ガールズJパワ一世界

を変える!?rカワイイJカルチャー最前線J
の記事を参照した。 (http://www.shibukei.

com/column/11/) (2014.11. 9確認)

11) スコット・シューマンについては.rフ
アツションスナップドットコム」の2011年

9月6日付記事を参照した。 (http://www.

fashionsnap.coml news/20日-09-06/brother-

ss/) (2014.11.9確認)

12) シトウレイについては.中日新聞による

CHUNICHI Web 2011年 8月20日更新の内容

「トーキョー最旬モード案内人 フォトグラ

ファーシトウレイを参照した。 (http://www.

chunichi.co.jp/hokuriku/article/popressl 

h u man_rec ipe/C K20 11 082002000 133. 

html)なお.シトウレイのプログ rSTYLE

from TOKYOJ のアドレスは次の通り。

(http://stylefromtokyo.blogspot.jp/) (ともに

2014 .1l. 9確認)

13) アリ・セス・コーエンのブログ rADVANCED

STYLEJのアドレスは次の通り。 (http://

advancedstyle.blogspot.jp/) (2014.11.9確認)

14) マサとマリによるプログ rL'ideaUのアドレ

スは次の通り。 (https:lllidealjapon.wordpress.

com/) (2014.11.9確認)
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図4-1 水谷孝次 rMcrryJ (2000) 

図4-2 ティファニー ・ゴドイ rSTYLEDE171CIT DlSORDERJ (2007) 

図4-3 SCOtl Schuman rThc Sarloriillisd (2009) 
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